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無料相談・献血　ほか

種類 開設日 時間 会場・問い合わせ先 内容

弁護士法律相談
（要予約）

７日㈭
20日㈬ 10:00 ～ 12:00 ●市消費生活センター（本庁舎地下）

※マスク着用の上、対面式の相談となります。
問市消費生活センター☎(22)1133
　（平日／9:00～17:00）

多重債務、離婚・相続
問題など
※当日の弁護士との利
　益相反の有無により
　相談を受けられない
　場合があります。

13日㈬
27日㈬ 13:00 ～ 16:00

交通事故相談 月～金
曜日

９:00
13:00

～
～

12:00
16:00 問県庁県政相談コーナー☎024-521-4281 損害賠償請求や示談の

仕方など

心配ごと相談 26日㈫ 10:00 ～ 12:00 ●中央老人福祉センター（北中川原）
問白河市社会福祉協議会☎(24)4222

生計、家族に関するこ
となど

こころの健康
相談（要予約） 19日㈫ 13:00 ～ 14:00

●南湖こころのクリニック（関辺）
※申し込み期限　５月８日㈮
問健康増進課成人健康係☎(27)2114

専門の医師による心の
悩みに関する個別相談

認知症の人と
家族の会 17日㈰ 13:30 ～ 15:30 ●中央老人福祉センター（北中川原）

問同県南地区事務局☎(53)2394
認知症本人と家族の
相談や話し合いなど

あったかカフェ ７日㈭
21日㈭ 13:30 ～ 15:00 ●マイタウン白河地下会議室（本町）

問高齢福祉課高齢者支援係☎(28)5519
認知症に関する相談
どなたでも参加可能

市民あったか相談

月～金
曜日　 ８:30 ～ 17:15

●地域生活課
問地域生活課内専用電話☎(22)1717

市行政などに関する
相談

空き家の利活用
相談

●まちづくり推進課
問☎(28)5533

空き家バンクの登録な
ど利活用に関する相談

おくやみ窓口
利用の予約

問市民課☎(28)5513
各庁舎地域振興課　表郷☎(32)2113
大信☎(46)2114　 東☎(34)2113

亡くなられた方に関す
る市役所での各種手続
きの相談のための予約

ハートコール
（いじめ等相談電話）

問ハートコール相談専用電話
☎0800-800-1893（フリーダイヤル）

児童・生徒のいじめな
どに関する相談

５ 月の無料相談

〈小・中学校教育振興寄附金〉
♥３万円 東ライオンズクラブ　様
♥２万円 藤田 康次　様（東千田）

〈東北中へ寄贈〉
♥デジタルカメラ一式
　昭和55年度東北中学校卒業生一同　様

〈愛の基金〉
♥20万円 宮本 多可夫　様（旭町）
♥５千円 金勝寺ボランティア　佐藤 力　様

善 意の窓 あたたかい善意をありがとうございました。

（２月受付分）

〈市へ寄贈〉
♥ミニ俵１組 福島白河俵工芸　代表　添田 一子　様

〈小峰城一石城主プロジェクト〉
♥３万８千円 個人 ６件
♥100万円 団体 １件
※寄附者は市ホームページで紹介
　しています。

５ 月の献血

　日程が決まり次第、市ホームページで
お知らせします。
《本市の取り組み》

献血者が減少する夏期と冬期に街頭献血キャン
ペーンを実施しています。
　また、市内企業のご協力により事業所献血を実
施し、安定的な血液の確保に努めています。
　献血は、受付から終了まで40分程度と短時間
で、大切な命を救うことができます。
　献血の現状をご理解いただき、皆さんの積極的
なご協力をお願いします。
●献血ができる方
▷男性　17～69歳で、前回の献血から12週後　
　（１年に３回まで）
▷女性　18～69歳で、前回の献血から16週後
　（１年に２回まで）
※65歳以上の方は、60～64歳の間に献血の経験
　がある方に限ります。
●持参するもの
　お薬手帳、　本人確認書類（初回のみ）

県内の献血会場はこちら▶
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高
校
生
の
頃
。
あ
る
日
、
温
和
で
姿
の
い
い

大
型
の
犬
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。
チ
ン
と
名
づ

け
た
。
母
の
傍
ら
に
は
い
つ
も
チ
ン
が
い
た
。

田
植
え
が
終
わ
る
と
、
ど
の
家
も
我
が
田
に
水

を
引
こ
う
と
必
死
。
夜
通
し
、
水
の
番
を
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
あ
る
晩
、
母
の
代
わ
り
を

し
た
。
煌こ

う

々こ
う

と
月
が
照
っ
て
い
た
。
夜
も
更
け

冷
え
て
く
る
。
腹は

ら

這ば

い
に
な
っ
て
い
る
チ
ン
に

凍
え
た
体
を
寄
せ
た
。
実
に
温
か
か
っ
た
。

　
チ
ン
に
は
ラ
イ
バ
ル
が
い
た
。
縄
張
り
を
巡

り
何
度
も
争
っ
た
。
相
手
は
ひ
と
回
り
小
さ
い

が
、
若
く
て
俊
敏
。
気
も
荒
い
。
あ
る
時
激
し

く
戦
っ
た
。
老
犬
は
深
い
傷
を
負
い
、
ほ
ど
な

く
亡
く
な
っ
た
。
曾
祖
母
（
ミ
ネ
）
も
母
も
泣

い
た
。
眺
め
の
い
い
山
す
そ
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　
農
家
に
と
っ
て
馬
は
家
族
も
同
様
。
馬
小
屋

は
最
も
陽ひ

当あ

た
り
の
い
い
場
所
に
あ
っ
た
。
餌

や
り
は
私
の
当
番
。
押
切
で
藁わ

ら

を
細
か
く
切
り
、

小こ

糠ぬ
か

と
水
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
黙
々
と
食
べ
る

顔
を
さ
す
る
と
頭
を
上
下
さ
せ
て
い
た
。
生
ま

れ
た
馬
は
売
ら
れ
る
。
馬ば

喰く
ろ
う

に
引
か
れ
て
い
く

子
馬
の
姿
に
、
ミ
ネ
さ
ん
は
泣
い
て
い
た
。

　
鶏
を
飼
っ
て
い
た
。
真
っ
赤
な
と
さ
か
を
ふ

り
ふ
り
、
餌
を
啄つ

い
ば

ん
で
い
た
。
朝
、
小
屋
に
行

く
と
産
み
た
て
の
つ
や
つ
や
し
た
卵
が
あ
っ
た
。

ま
だ
温
か
い
卵
を
割
っ
て
ご
飯
に
か
け
る
。
そ

の
美お

い味
し
い
こ
と
！
悲
し
い
か
な
、
老
鶏
は
解

体
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
お
客
の
ご
馳ち

走そ
う

に
供
さ
れ

る
。
熱
湯
を
か
け
羽
を
む
し
る
の
が
私
の
役
割
。

鶏
肉
は
楽
し
み
だ
っ
た
が
心
は
複
雑
だ
っ
た
。

猪
い
の
し
しの
被
害
に
加
え
、
最
近
は
熊
が
農
村
集
落

に
姿
を
現
し
、
街
の
中
に
も
出
没
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
人
と
熊
と
を
分
け
て
い
た
里
山
の
管

理
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
、
森
林
が
荒
れ
て
い

る
こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
だ
。
猪
や
熊
が
人
の

目
に
触
れ
て
き
た
分
、
長
く
人
間
に
な
じ
ん
で

き
た
生
き
物
が
姿
を
消
し
た
。
生
活
の
〝
近
代

化
〞
が
人
と
動
物
の
距
離
を
遠
く
し
た
。

　
経
済
成
長
が
始
ま
る
前
、
私
た
ち
の
周
り
に

は
多
種
多
様
な
生
き
物
が
い
た
。
夏
の
あ
る
日
。

青
大
将
が
悠
々
と
窓
格ご

う

子し

か
ら
土
蔵
に
入
っ
て

い
く
。
追
い
払
お
う
と
石
を
投
げ
る
。
す
る
と

祖
母
が
「
い
じ
め
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
蛇
は
土

蔵
の
鼠ね

ず
み

を
捕
っ
て
く
れ
る
守
り
神
な
ん
だ
ぞ
」。

真
っ
暗
な
土
蔵
に
、
チ
ロ
チ
ロ
舌
を
出
し
て
い

る
蛇
が
い
る
と
思
う
と
、
背
筋
が
寒
く
な
っ
た
。

何
か
悪
さ
を
す
る
と
「
土
蔵
に
入
れ
る
ぞ
」
の

一
言
で
、
ピ
タ
ッ
と
や
め
た
も
の
だ
。

皐さ

月つ
き

の
頃
。
表
門
の
天
井
に
毎
年
燕つ

ば
め

が
巣
を

作
る
。
人
の
目
に
触
れ
、
地
上
か
ら
の
丈
も
あ

る
。
だ
が
蛇
に
は
障
害
に
な
ら
な
い
。
獲
物
を

狙
い
ス
ル
ス
ル
と
這は

っ
て
い
く
。
親
は
鳴
き
騒

ぐ
。
私
は
必
死
で
石
を
ぶ
つ
け
た
が
、
あ
ざ
笑

う
か
の
よ
う
に
雛ひ

な

を
呑の

み
こ
む
。
ぷ
っ
く
り
膨ふ

く

れ
た
腹
を
し
た
蛇
は
壁
伝
い
に
消
え
て
い
っ
た
。

　
田
は
多
く
の
生
き
物
に
満
ち
て
い
る
。
小
魚
、

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ア
メ
ン
ボ
、
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ

…
。
長
靴
で
入
る
と
泥
に
取
ら
れ
る
。
裸
足
に

な
り
、
作
業
を
終
え
る
と
脛す

ね

の
あ
た
り
が
む
ず

痒が
ゆ

い
。
次
第
に
赤
く
は
れ
、
痛
痒
く
な
る
。
ヒ

ル
だ
。
田
の
吸
血
鬼
は
手て

強ご
わ

い
。
水
の
入
口
が

あ
れ
ば
落
と
し
口
も
あ
る
。
夕
方
、
こ
こ
に
竹

で
編
ん
だ
籠
を
仕
掛
け
る
。
翌
朝
行
く
と
、
ド

ジ
ョ
ウ
、
鮒ふ

な

、
鯉こ

い

が
入
っ
て
い
た
。

　
舗
装
前
の
用
水
路
に
は
鯰な

ま
ず

も
い
た
。
そ
っ
と

手
探
る
。
手
応
え
は
あ
る
が
す
る
り
と
逃
げ
ら

れ
た
。
追
い
つ
追
わ
れ
つ
し
、
や
っ
と
捕
ま
え

た
。
ま
る
で
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の『
老
人
と
海
』

の
よ
う
。
改
修
前
の
川
。
釣
り
糸
が
ぐ
っ
と
沈

む
。
さ
っ
と
竿さ

お

を
あ
げ
る
と
細
長
い
モ
ノ
が
か

か
っ
て
い
た
。
蛇
か
？
何
と
鰻う

な
ぎ

だ
っ
た
。

　
夏
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
が
家
を
偵
察
す
る
よ
う
に

飛
び
回
る
。
蚊か

帳や

の
中
の
蛍
の
光
に
見
と
れ
る
。

秋
、
夕
焼
け
空
に
赤
ト
ン
ボ
が
群
れ
飛
ぶ
。
作

詞
家
松ま

つ

本も
と

隆た
か
し

は
東
京
青
山
の
育
ち
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
前
は
田
畑
も
小
川
も
あ
る
長の

ど
か閑
な
土
地

だ
っ
た
。
魚
を
釣
り
、
ト
ン
ボ
を
追
い
か
け
た

少
年
の
感
性
が
瑞み

ず

々み
ず

し
い
詞
を
生
ん
だ
。

　
人
間
に
は
五
感
で
得
た
体
験
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
人
や
動
物
の
生
態
を
体
と
心
の
セ
ン
サ
ー

で
感
知
し
、
鋭
い
感
性
を
生
む
。
今
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
偽
動
画
や
偽
情
報
が
氾
濫
し
、
社
会
の
足

元
が
揺
ら
い
で
い
る
。
一
層
巧
妙
化
す
る〝
偽
〞

を
見
抜
く
力
は
何
だ
ろ
う
。
理
性
や
知
識
よ
り

も
、
体
験
か
ら
来
る
感
覚
な
の
で
あ
る
ま
い
か
。

「
里
山
に
育
ま
れ
る
感
性
」

市長の手控え帖
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